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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第159期

第１四半期連結
累計期間

第160期
第１四半期連結
累計期間

第159期

会計期間
自平成27年 ４月１日
至平成27年 ６月30日

自平成28年 ４月１日
至平成28年 ６月30日

自平成27年 ４月１日
至平成28年 ３月31日

営業収益 （千円） 5,580,149 5,514,170 22,050,536

経常利益 （千円） 119,474 179,472 451,598

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 68,215 106,695 273,851

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 108,935 97,004 109,105

純資産額 （千円） 15,873,377 15,878,951 15,827,919

総資産額 （千円） 23,935,615 25,210,485 24,717,430

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 8.97 14.03 36.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.3 62.1 63.1

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

３．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の概況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢の改善や設備投資に持ち直しの動きが見られるな

ど景気の回復基調が続いておりますが、円高の進行による企業収益の下振れリスクの拡大や、中国をはじめとす

る新興国や資源国等の景気の減速、欧州経済の先行きが懸念されるなど、不透明な状況となっております。

　物流業界におきましても、物流の合理化、高品質化への要求がますます強まり、輸出入貨物の減少や競争の激

化等により、引き続き厳しい経営環境が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画『Vision2018・明日に向かって』で掲げる、流通加工

等の物流サービスの強化等による既存事業の拡大・強化、新倉庫建設やＡＳＥＡＮ地区への投資等の成長に向け

た戦略的投資を行うなど、経営基盤の安定、強化に積極的に取り組んでまいりました。

　当第１四半期連結累計期間においては、一部の貨物取扱いの増加や、太陽光発電の売電収入の増加など収入の

増加要因もありましたが、港湾運送取扱業務の減少や貨物取扱量の減少による貨物運送取扱業務の減少、国際物

流業務における輸入貨物の減少などの収入の減少要因により、営業収益は前年同期を下回りました。営業利益

は、普通倉庫貨物の保管高が前期に比べ増加したことや動力費等のコストの削減、太陽光発電の売電事業が業績

に寄与するなど前年同期を上回り、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益も前年同期を上回りまし

た。

　その結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は前年同期比1.2％減少の5,514百万円、営業利益は前年同期

比76.7％増加の165百万円、経常利益は前年同期比50.2％増加の179百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

は前年同期比56.4％増加の106百万円となりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①国内物流事業

国内物流事業においては、普通倉庫貨物は保管高、保管残高が前年同期を上回りましたが、冷蔵倉庫貨物は

入出庫高、保管高が前年同期を下回り、港湾運送取扱業務、貨物運送取扱業務等についても貨物の取扱量が前

年同期を下回り、国内物流業務全体でも営業収益は前年同期を下回りました。セグメント利益については、普

通倉庫貨物の保管高の増加や動力費等のコストの削減等により前年同期を上回りました。

その結果、営業収益は前年同期比0.8％減少の4,539百万円、セグメント利益は前年同期比21.8％増加の289

百万円となりました。

②国際物流事業

国際物流事業においては、輸入貨物の取扱いが前年同期に比べ減少し、営業収益は前年同期を下回りまし

た。セグメント利益については、経費の見直し等によるコストの減少により前年同期を上回りました。

その結果、営業収益は前年同期比6.0％減少の906百万円、セグメント利益は前年同期比34.8％増加の22百万

円となりました。

 

なお、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業並びに太陽光発電の売電事業等のその他事業は、営業収益

は前年同期比42.6％増加の80百万円、セグメント利益は前年同期比136.4％増加の41百万円となりました。
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(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、長期借入金の新規借入れや賞与引当金の減少、有形固定資産の増加等

により現金及び預金は前連結会計年度末と同程度となり、新規投資により建設仮勘定が増加したこと等により、前

連結会計年度末に比べ493百万円増加し25,210百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、長期借入金の増加、賞与引当金の減少等により前連結会計年度末に

比べ442百万円増加の9,331百万円となり、また、当第１四半期連結会計期間末の純資産は、親会社株主に帰属する

四半期純利益により利益剰余金が増加し、前連結会計年度末に比べ51百万円増加の15,878百万円となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,258,322 8,258,322
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 8,258,322 8,258,322 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 8,258,322 － 2,108,000 － 1,862,230

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　653,700 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　7,603,700 76,037 －

単元未満株式 　普通株式　　　　922 － －

発行済株式総数 8,258,322 － －

総株主の議決権 － 76,037 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）が含まれ

ております。

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

　川西倉庫株式会社

神戸市兵庫区七宮町１－

４－16
653,700 － 653,700 7.91

計 － 653,700 － 653,700 7.91

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、神陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,846,875 4,947,347

受取手形及び営業未収入金 3,119,645 3,178,337

繰延税金資産 92,660 46,685

その他 552,418 499,005

貸倒引当金 △841 △1,210

流動資産合計 8,610,759 8,670,165

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,538,996 6,438,877

機械装置及び運搬具（純額） 659,888 761,344

工具、器具及び備品（純額） 64,690 59,173

土地 2,960,856 2,960,856

リース資産（純額） 1,008,867 995,775

建設仮勘定 386,100 796,186

有形固定資産合計 11,619,399 12,012,214

無形固定資産   

港湾等施設利用権 1,897,534 1,897,534

その他 658,269 691,255

無形固定資産合計 2,555,803 2,588,789

投資その他の資産   

投資有価証券 1,067,318 1,001,111

長期貸付金 8,003 7,537

繰延税金資産 23,937 23,051

退職給付に係る資産 19,214 29,558

差入保証金 716,013 779,162

その他 100,582 102,495

貸倒引当金 △3,601 △3,601

投資その他の資産合計 1,931,467 1,939,315

固定資産合計 16,106,671 16,540,319

資産合計 24,717,430 25,210,485
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 1,750,672 1,673,336

短期借入金 1,209,094 1,222,337

未払法人税等 125,753 34,177

賞与引当金 234,075 112,778

役員賞与引当金 1,900 525

その他 430,340 289,842

流動負債合計 3,751,836 3,332,997

固定負債   

長期借入金 3,907,174 4,734,797

繰延税金負債 154,589 150,655

退職給付に係る負債 956,627 984,358

その他 119,283 128,723

固定負債合計 5,137,674 5,998,535

負債合計 8,889,510 9,331,533

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,108,000 2,108,000

資本剰余金 1,862,230 1,862,150

利益剰余金 11,969,329 12,030,397

自己株式 △585,825 △585,825

株主資本合計 15,353,735 15,414,722

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 205,707 184,736

為替換算調整勘定 56,451 64,710

退職給付に係る調整累計額 △23,516 △16,359

その他の包括利益累計額合計 238,642 233,086

非支配株主持分 235,542 231,142

純資産合計 15,827,919 15,878,951

負債純資産合計 24,717,430 25,210,485
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

営業収益 5,580,149 5,514,170

営業原価 5,031,480 4,869,870

営業総利益 548,669 644,300

販売費及び一般管理費 455,198 479,155

営業利益 93,470 165,145

営業外収益   

受取利息 542 601

受取配当金 22,561 27,115

不動産賃貸料 5,726 5,619

その他 11,267 4,737

営業外収益合計 40,099 38,074

営業外費用   

支払利息 14,096 13,088

為替差損 － 10,658

営業外費用合計 14,096 23,747

経常利益 119,474 179,472

特別利益   

固定資産売却益 5,454 21

特別利益合計 5,454 21

特別損失   

固定資産売却損 － 408

固定資産除却損 286 3

役員退職慰労金 3,028 1,105

特別損失合計 3,315 1,516

税金等調整前四半期純利益 121,613 177,976

法人税、住民税及び事業税 22,517 18,581

法人税等調整額 28,233 49,019

法人税等合計 50,750 67,600

四半期純利益 70,862 110,375

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,647 3,679

親会社株主に帰属する四半期純利益 68,215 106,695
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 70,862 110,375

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 45,156 △20,971

為替換算調整勘定 △12,663 443

退職給付に係る調整額 5,579 7,156

その他の包括利益合計 38,073 △13,371

四半期包括利益 108,935 97,004

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 104,794 101,139

非支配株主に係る四半期包括利益 4,140 △4,135
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、非連結子会社でありましたPT KAWANISHI WAREHOUSE INDONESIAを重要性が増し

たことにより、また関汽運輸株式会社の株式を取得したことにより、連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当社及び一部の連結子会社は、建物を除く有形固定資産の減価償却方法について、従来、定率法によっておりま

したが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

当第１四半期連結会計期間の期首において、当社グループは、設備投資計画の見直しを実施いたしました。当該

見直しの結果、各社における有形固定資産は耐用年数にわたり平均的かつ安定的な使用が見込まれることから、使

用期間にわたって均等に費用配分する定額法を採用することが当社グループの実態をより適切に反映できると判断

し、減価償却方法を定率法から定額法へ変更しております。

この変更により、従来の方法に比べて当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ17,543千円増加しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

減価償却費 168,508千円 162,776千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 45,627 6 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 45,627 6 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

 営業収益        

外部顧客への営業収

益
4,574,391 963,866 5,538,258 41,890 5,580,149 － 5,580,149

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 14,659 14,659 △14,659 －

計 4,574,391 963,866 5,538,258 56,550 5,594,809 △14,659 5,580,149

 セグメント利益 237,433 16,623 254,057 17,471 271,528 △178,058 93,470

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売

電事業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△178,058千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

178,112千円及びその他の調整額54千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 国内物流 国際物流 計

 営業収益        

外部顧客への営業収

益
4,539,843 906,433 5,446,276 67,894 5,514,170 － 5,514,170

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 12,736 12,736 △12,736 －

計 4,539,843 906,433 5,446,276 80,630 5,526,907 △12,736 5,514,170

 セグメント利益 289,087 22,415 311,503 41,308 352,812 △187,667 165,145

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電による売

電事業、不動産の賃貸事業及び物流資材の販売事業等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額△187,667千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

187,797千円及びその他の調整額130千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（有形固定資産の減価償却方法の変更）

「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間から有形固定資産の減価償却方法を変

更し、全ての有形固定資産について減価償却方法を定率法から定額法へ変更しております。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益が、そ

れぞれ「国内物流事業」で17,049千円、「国際物流事業」で32千円増加しております。
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（企業結合等関係）

　取得による企業結合

１．企業結合の概要

（１）被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称　関汽運輸株式会社

事業内容　一般貨物自動車運送事業

（２）企業結合を行った理由

貨物運送業務の拡大による企業収益および企業価値の向上を図るためであります。

（３）企業結合日

平成28年４月１日（みなし取得日）

（４）企業結合の法的形式

現金を対価とする株式の取得

（５）結合後企業の名称

変更はありません。

（６）取得した議決権比率

取得前議決権比率　０％

取得後議決権比率　100％

（７）取得企業を決定するに至った主な根拠

現金を対価とした株式の取得により、当社が議決権を100％所有したためであります。

 

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

みなし取得日を平成28年４月１日としており、かつ四半期連結決算日との差異が３カ月を超えないことから

貸借対照表のみを連結しているため、当第１四半期連結損益計算書については、被取得企業の業績を含んでお

りません。

 

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得原価　279,576千円

 

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（１）発生したのれんの金額

46,987千円

（２）発生原因

主として、関汽運輸株式会社が営む運送事業と当社業務との相乗効果によって期待される超過収益力

であります。

（３）償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8円97銭 14円03銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
68,215 106,695

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
68,215 106,695

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,604 7,604

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月10日

川西倉庫株式会社

取締役会　御中

 

神陽監査法人

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 川本　章雄　　　印

 

 業務執行社員 公認会計士 米田　小百合　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川西倉庫株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川西倉庫株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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